
弁
護
士
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
程 

（
令
和
四
年
六
月
十
日
会
規
第
百
十
七
号
） 

 
 

 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
規
程
は
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
及
び
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護

士
共
同
法
人
（
以
下
「
弁
護
士
等
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
職
務
上
取
り
扱
う
情
報
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
特
性
が
維
持
さ
れ
た
状
態
を
い
う
。 

一 

機
密
性 

情
報
に
関
し
て
、
ア
ク
セ
ス
を
認
め
ら
れ
た
者
だ
け
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
特
性
を
い
う
。 

二 

完
全
性 

情
報
が
破
壊
、
改
ざ
ん
又
は
消
去
さ
れ
て
い
な
い
特
性
を
い
う
。 

三 

可
用
性 

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
ら
れ
た
者
が
、
必
要
時
に
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
特
性
を
い

う
。 

２ 

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
取
扱
情
報
」
と
は
、
弁
護
士
等
が
そ
の
職
務
上
取
り
扱
う
情
報
（
紙
、
電
磁
的
記
録
等
そ
の
保
管
媒
体
を
問

わ
な
い
。
）
を
い
う
。
た
だ
し
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
特
性
を
い
ず
れ
も
維
持
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
情
報
を
除
く
。 

（
基
本
的
な
取
扱
方
法
の
策
定
） 

第
三
条 

弁
護
士
等
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
、
取
扱
情
報
の
種
類
、
性
質
等
に
応
じ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
危
険
を

把
握
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

弁
護
士
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
危
険
を
踏
ま
え
、
所
属
す
る
法
律
事
務
所
等
の
規
模
及
び
業
務
の
種
類
、
態
様
等
に

応
じ
て
、
取
扱
情
報
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
取
扱
方
法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

弁
護
士
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
的
な
取
扱
方
法
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

次
条
に
規
定
す
る
安
全
管
理
措
置
の
具
体
的
内
容 

二 

第
五
条
に
規
定
す
る
情
報
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管
理
の
方
法 

三 

第
六
条
に
規
定
す
る
点
検
及
び
改
善
の
方
法 

四 

第
七
条
に
規
定
す
る
漏
え
い
等
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
の
方
法 

（
安
全
管
理
措
置
） 

第
四
条 

弁
護
士
等
は
、
自
ら
の
業
務
に
係
る
取
扱
情
報
に
関
す
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
責
任
者
と
し
て
、
こ
の
規
程
に
基
づ
き
、
取

扱
情
報
の
種
類
、
性
質
等
に
応
じ
た
必
要
な
管
理
体
制
を
整
備
し
、
組
織
的
、
人
的
、
物
理
的
及
び
技
術
的
な
安
全
管
理
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

弁
護
士
等
は
、
事
務
職
員
、
司
法
修
習
生
そ
の
他
の
自
ら
の
職
務
に
関
与
さ
せ
る
者
（
以
下
「
事
務
職
員
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し

て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
な
対
策
を
講
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

弁
護
士
等
は
、
自
ら
又
は
事
務
職
員
等
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
知
識
を
涵
養
し
、
高
度
情
報
化
社
会
に
伴
う
取
扱
情
報
の

電
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、
研
鑽
及
び
教
育
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
情
報
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管
理
） 

第
五
条 

弁
護
士
等
は
、
取
扱
情
報
の
作
成
、
取
得
、
保
管
、
利
用
、
提
供
、
運
搬
、
送
信
及
び
廃
棄
の
各
段
階
で
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
扱
情
報
を
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
点
検
及
び
改
善
） 

第
六
条 

弁
護
士
等
は
、
取
扱
情
報
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、
法
改
正
、
技
術
的
進
歩
そ
の
他
社
会
環
境
の

変
化
及
び
自
ら
の
職
務
遂
行
体
制
の
変
化
に
応
じ
て
、
基
本
的
な
取
扱
方
法
に
定
め
る
安
全
管
理
措
置
及
び
情
報
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

管
理
の
方
法
が
適
切
に
機
能
し
て
い
る
か
を
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
に
改
善
を
加
え
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
漏
え
い
等
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
） 

第
七
条 

弁
護
士
等
は
、
取
扱
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
、
毀
損
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
影
響
範
囲
の
把
握
に
努
め
、
必

要
に
応
じ
、
被
害
の
拡
大
防
止
、
原
因
調
査
、
再
発
防
止
策
の
検
討
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
成
立
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
理
事
会
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 


